
全
国

の
１
人
区
す
べ

32

て
で
野
党
統
一
候
補
を
実

現
し
、
秋
田
を
除
く
東
北

５
県
と
新
潟
、
長
野
、
山

梨
、
三
重
、
大
分
、
沖
縄

の

の
選
挙
区
で
自
民
党

11
候
補
に
勝
利
し
ま
し
た
。

複
数
区
で
も
北
海
道
で

は
野
党
が
多
数
と
な
り
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
や
自
民
党
農
政
に

農
村
か
ら
反
旗
を
翻
し
ま

し
た
。

日
本
共
産
党
は
、
比
例

代
表
選
挙
で
岩
渕
友
氏(

写

真
右)

の
初
当
選
な
ど
５
議

席
を
獲
得
し
、
選
挙
区
選

挙
で
は
東
京
で
当
選
を
勝

ち
取
り
、
改
選
３
議
席
を

６
議
席
へ
と
倍
増
さ
せ
、

非
改
選
と
あ
わ
せ
て

議
14

席
へ
と
前
進
し
ま
し
た
。

一
国
の
首
相
が
名
指

し
し
て
連
日
攻
撃

選
挙
戦
で
は
、
安
倍
首

相
が
、
日
本
共
産
党
を
名

指
し
し
て
連
日
攻
撃
す
る

か
つ
て
な
い
異
常
な
選
挙

で
し
た
。

選
挙
で
問
わ
れ
た
の
は

「
自
衛
隊
が
違
憲
か
合
憲

か
」
で
は
な
く
、「
自
衛
隊

を
海
外
の
戦
争
に
派
兵
す

る
こ
と
を
許
す
か
ど
う
か
」

が
真
の
争
点
で
あ
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
、
正
面
か

ら
反
撃
し
ま
し
た
。

そ
の
も
と
で
の
比
例
代

表
選
挙
で
日
本
共
産
党
の

６
０
１
万
票
余
、
鶴

岡
で
の
７
６
５
３
票

の
獲
得
は
大
変
貴
重

な
成
果
で
す
。

今
後
、
改
憲
勢
力

の
暴
走
を
許
さ
な
い

運
動
を
大
き
く
広
げ
、

来
た
る
総
選
挙
に
向

け
て
野
党
共
闘
と
市

民
の
力
を
一
層
高
め

て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

2016年７月24日
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も
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

戦
争
も
終
わ
り
暗
く
長

い
ト
ン
ネ
ル
か
ら
抜
け
だ

し
、
軍
国
主
義
か
ら
自
由

民
主
主
義
へ
と
大
転
換
し
、

青
年
団
活
動
も
活
発
に
な

り
、
恋
愛
と
は
何
ぞ
や
、

農
業
の
将
来
、
政
治
経
済

と
口
角
泡
を
飛
ば
し
天
下

国
家
を
論
じ
た
。

私
も
団
員
の
一
人
と
し

て
、
農
地
解
放
や
農
業
協

同
組
合
の
設
立
に
関
心
が

あ
り
、
設
立
運
動
に
も
か

か
わ
っ
て
い
た
の
で
設
立

総
会
に
も
参
加
し
た
。

農
協
は
、
国
家
統
制
か

ら
解
放
さ
れ
農
民
自
ら
の

手
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
る

自
主
団
体
で
あ
る
の
で
農

民
の
期
待
は
大
き
か
っ
た
。

従
来
の
農
業
会
が
廃
止

さ
れ
、
昭
和

年
農
業
協

22

同
組
合
法
公
布
、
翌

年
23

施
行
、
各
町
村
に
農
協
が

設
立
、
農
業
会
の
業
務
を

引
き
継
ぎ
事
業
の
拡
大
に

伴
っ
て
私
は
職
員
と
し
て

奉
職
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

辞
令鈴

木
重
雄

八
栄
島
村
農
業
協
同

組
合
書
記
に
任
ず
る
。

昭
和

年

月

日

23

11

20

組
合
長

鈴
木
孝
蔵

農
協
勤
務
①

私
は
前
に
も
述
べ
た
と

お
り
、
国
民
学
校
を
卒
業

す
る
と
隣
村
の
素
封
家
日

向
家
に
若
勢
奉
公
に
出
る

こ
と
に
な
っ
た
。

担
任
の
先
生
が
進
学
の

勧
誘
に
来
て
い
た
が
、
農

業
の
働
き
手
が
徴
兵
さ
れ

人
手
不
足
も
深
刻
で
あ
っ

た
し
、
家
計
も
火
の
車
で

あ
っ
た
の
で
断
っ
た
。

父
も
勉
学
が
好
き
で
子

ど
も
に
自
分
の
願
い
を
か

な
え
た
い
気
持
ち
は
あ
っ

た
が
無
理
。

日
向
家
は
、
庄
内
藩
主

酒
井
家
の
支
配
人
を
務
め

て
お
り
立
派
な
人
物
が
育

っ
た
家
柄
で
、
主
人(

名
誉

市
民
、
東
北
大
学
名
誉
教

授
日
向
康
吉
氏
の
父)

は
農

業
会
長
や
村
会
議
長
、
農

村
工
業
協
同
組
合(
自
転

車
、
農
機
具
製
造
後
に
庄

内
経
済
連
に
吸
収)

の
役
員

も
務
め
ら
れ
て
い
た
。

し
た
が
っ
て
こ
れ
か
ら

の
農
業
農
村
に
つ
い
て
夕

食
を
一
緒
に
し
な
が
ら
、

こ
れ
か
ら
は
農
業
団
体
が

強
化
さ
れ
職
員
も
必
要
に

な
る
、
私
も
そ
の
方
向
に

進
む
様
に
ア
ド
バ
イ
ス
を

し
て
く
れ
る
の
で
願
っ
て

日本共産党
市町名

'12衆院 得票率 '13参院 得票率 '14衆院 得票率 '16参院 得票率
4,990 7.17% 6,152 9.66% 7,733 11.82% 鶴岡市7,653 11.83%

236 5.55% 315 8.63% 378 9.91% 三川町334 8.77%
495 3.89% 697 6.16% 992 8.83% 庄内町913 8.03%

5,721 6.62% 7,164 9.11% 9,103 11.31% 合計8,900 11.14%
28,219 4.73% 33,887 6.06% 44,833 8.36% 県総計42,591 7.60%

日本共産党得票数の推移

4,000 

5,000 

6,000 

7,000 

8,000 

'12衆院 '13参院 '14衆院 '16参院

4,990 

6,152 

7,733 7,653 
鶴岡市

７
月

日
投
開
票
で
お
こ
な
わ
れ
た
参
議
院
議
員

10

選
挙
は
、「
自
公
と
補
完
勢
力
」
に
対
し
、
野
党
と
市

民
が
力
を
あ
わ
せ
て
た
た
か
う
、
戦
後
か
つ
て
な
い

選
挙
と
な
り
ま
し
た
。

山
形
で
は
、
前
回
は
野
党
２
人
で
約

万
票
に
対

29

し
、
今
回
は
野
党
統
一
の
舟
山
康
江
氏(

写
真
左)

は

約

万
票
に
伸
ば
し
、
自
民
党
候
補
（

万
票
か
ら

34

27

万
票
へ
減
少
）
に
大
差
で
勝
利
し
ま
し
た
。

22

舟山康江氏

岩渕 友氏

山形県区候補の得票数

市町名
舟山康江 月野　薫 白鳥良太

（無所属　元）(自民　新） （諸派　新）

鶴岡市 25,766 2,614 38,475 

三川町 1,289 124 2,516 

庄内町 3,972 378 7,542 

合計 31,027 3,116 48,533 

県総計 223,583 15,223 344,356 



戦
時
中
、
鶴
岡
市
文
下

ほ
う
だ
し

に
佐
藤
作
太
郎
さ
ん
と
い

う
人
が
い
た
（
大
正
中
期

～
昭
和

年
頃
）。

50

東
北
畜
産
ｋ
ｋ
社
員
で
、

昭
和

年
に
召
集
令
状
、

18

赤
紙
１
枚
で
中
支
戦
線
へ
。

間
も
な
く
文
下
の
生
家

へ
市
役
所
か
ら
戦
死
の
公

報
が
入
る
。
遺
骨
の
な
い

ま
ま
葬
儀
を
し
、
新
し
い

墓
を
建
立
し
た
。

当
時
、
東
北
畜
産
の
社

長
は
成
澤
武
雄
。
作
太
郎

さ
ん
は
豚
牛
解
体
の
腕
と

人
柄
も
よ
く
、
会
社
全
員

の
信
頼
を
得
て
い
た
噂
を

聞
い
て
い
た
私
は
子
ど
も

心
に
も
無
性
に
悲
し
か
っ

た
。昭

和

年
８
月

日
、

20

15

日
本
敗
戦
。
鶴
岡
の
旧
制

中
学
へ
汽
車
通
学
し
て
い

た
私
は
、
般
若
寺
を
左
に

見
な
が
ら
公
園
通
り
を
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
方
に
向
か
い
、
そ

の
角
を
右
に
曲
が
る
と
直

ぐ
右
側
に
東
を
向
い
た
鶴

岡
高
女
の
正
門
が
あ
っ
た

（
現
在
は
北
向
き
）。

年
の
秋
、
何
と
こ
の

20
場
所
で
そ
の
佐
藤
作
太
郎

さ
ん
と
バ
ッ
タ
リ
会
っ
た

の
だ
っ
た
。
ち
ゃ
ん
と
２

本
足
で
こ
ち
ら
に
向
か
っ

て
歩
い
て
い
た
。
同
じ
会

社
の
成
澤
重
一
（
武
雄
の

実
弟
）
と
肩
を
並
べ
て
同

一
歩
調
を
と
っ
て
い
た
。

後
刻
、
本
人
か
ら
聞
い

た
話
に
よ
る
と
、
中
く
ら

い
の
山
の
崖
の
上
で
敵
軍

と
交
戦
中
、
つ
い
足
を
滑

ら
せ
て
崖
下
に
転
落
。
頭

を
強
打
し
て
意
識
不
明
と

な
り
、
目
が
覚
め
た
ら
中

国
軍
の
野
戦
病
院
だ
っ
た
。

１
ヶ
月
余
り
そ
こ
で
療

養
生
活
を
送
っ
た
末
、
平

時
の
輸
送
船
で
故
国
に
帰

っ
て
き
た
の
だ
っ
た
。

（
つ
づ
く
）

野
党
統
一
の
力

す
ご
い
力
で
す
ネ
ー
。

野
党
と
市
民
が
力
を
合
わ

せ
る
と
い
う
の
は
、
こ
う

い
う
こ
と
だ
っ
た
ん
で
す

よ
。
だ
か
ら
安
倍
首
相
は
、

自
分
ら
の
政
策
宣
伝
よ
り

も
共
産
党
の
攻
撃
を
し
て

い
た
と
の
報
道
が
多
く
あ

っ
た
の
は
納
得
だ
。
実
に

大
き
な
開
き
じ
ゃ
な
い
で

す
か
。

万
票
と
は
ね
ー
。

12

▲
し
か
し
、
自
民
の
候
補

は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
賛
成
と
言
っ

て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
原

稿
を
書
い
た
人
た
ち
は
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
姿
を
見
た
ん
で

し
ょ
う
か
。
国
会
に
は
黒

塗
り
の
資
料
し
か
出
て
な

い
ん
で
す
。
本
物
は
全
て

が
英
語
で
６
千
ペ
ー
ジ
と

い
う
も
の
だ
そ
う
だ
。
国

会
議
員
も
見
て
い
な
い
ん

で
す
か
ら
、
賛
成
ナ
ン
テ

よ
く
言
え
た
も
ん
で
す
よ
。

▲
こ
れ
も
ア
ベ
強
権
政
治

の
現
れ
で
、
こ
れ
が
農
業

県
か
ら
嫌
わ
れ
た
か
ら
東

北
で
は
５
勝
１
敗
の
結
果

と
な
っ
た
も
の
で
し
ょ
う

ヤ
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
、
農
民
・

農
協
だ
け
で
な
く
、
広
く

社
会
全
般
に
良
い
こ
と
は

な
い
。
多
国
籍
企
業
と
日

本
の
大
企
業
が
金
儲
け
す

る
制
度
だ
と
判
ら
れ
て
い

る
。
そ
れ
で
自
民
党
の
大

き
な
支
持
団
体
だ
っ
た
農

協
組
織
は
自
主
投
票
に
し

た
と
い
う
も
の
だ
っ
た
ト
。

だ
か
ら
秋
田
は
お
し
か
っ

た
な
ー
で
す
。

▲
で
も
自
民
党
か
ら
は
大

物
が
応
援
に
入
っ
た
で
す

ね
。
初
日
に
農
水
大
臣
・

最
後
の
日
に
自
民
党
幹
事

長
が
入
っ
た
と
の
こ
と
。

党
運
を
懸
け
て
の
戦
い
だ

っ
た
の
だ
。
大
事
な
１
議

席
だ
か
ら
と
日
本
共
産
党

で
は
志
位
委
員
長
が
山
形

に
来
ま
し
た
よ
。
舟
山
や

す
え
候
補
と
山
形
駅
前
で

支
持
を
訴
え
た
の
で
す
。

▲
全
国
の
一
人
区
で
は
、

の
う
ち

で
勝
っ
た
ん

32

11

で
す
。
福
島
と
沖
縄
で
は

現
職
大
臣
が
落
ち
た
ん
で

す
か
ら
、
野
党
と
市
民
が

一
体
と
な
る
こ
と
は
全
く

す
ご
い
力
に
な
る
の
だ
。

（
石
川
）

眠
）、
花
山
伊
佐
治
は
花
森

安
治
（
１
９
７
８
年
１
月

歳
永
眠
）、
雑
誌
『
あ
な

66た
の
暮
ら
し
』
は
『
暮
ら

し
の
手
帖
』
が
実
名
（
１

９
４
８
年
創
刊
、
１
９
５

３
年

月
『
暮
ら
し
の
手

11

帖
』
に
変
更
）。
花
森
は
戦

争
中
、「
進
め
１
億
日
の
玉

だ
」
な
ど
の
標
語
を
作
っ

た
こ
と
を
深
く
反
省
、
大

橋
と
２
人
は
、「
毎
日
の
暮

ら
し
が
大
切
、
た
と
え
戦

争
も
踏
み
に
じ
っ
て
な
ら

な
い
」
と
誓
い
合
っ
た
と

い
う
。
こ
れ
が
日
本
人
の

戦
後
初
心
。
購
読
し
て
い

な
い
私
さ
え
も
誌
名
だ
け

統
一
候
補
な
ら
立
候
補
」

と
決
意
表
明
。
選
挙
結
果

の
マ
ス
コ
ミ
報
道
は
、
改

憲
勢
力
３
分
の
２
を
大
き

く
、
野
党
統
一
候
補

議
11

席
（
３
年
前
は
野
党
計
２
）

の
前
進
は
小
さ
く
、
改
憲

の
道
を
支
持
す
る
が
ご
と

き
記
事
に
腹
が
立
っ
て
い

た
の
で
「
政
治
・
歴
史
は

必
ず
前
進
！
」
と
喝
采
を

送
っ
た
。

さ
ら
に
、
講
演
で
た
び

た
び
来
庄
し
た
藤
岡
一
橋

大
学
名
誉
教
授
か
ら
「
Ｎ

Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
で
舟
山
当
選

が
統
一
候
補
で
ト
ッ
プ
、

そ
し
て
圧
勝
、
山
形
の
皆

さ
ん
に
敬
服
し
ま
す
」
と

お
祝
い
の
葉
書
を
い
た
だ

い
た
。

さ
て
、
赤
旗
日
曜
版
７

月

日
号
２
面
の
特
集
。

17
小
橋
常
子
は
大
橋
鎮
子（
２

０
１
３
年
３
月

歳
永

93

は
分
か
る
ほ
ど
広
く
知
れ

渡
っ
て
い
た
。

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
・
落

合
将
さ
ん
は
、「
平
凡
な
日

常
に
こ
そ
幸
せ
が
あ
る
」

の
思
い
を
込
め
て
、「
常
子
」

に
し
た
と
い
う
。
私
た
ち

は
「
平
凡
な
日
常
の
幸
せ
」

の
た
め
に
闘
わ
ざ
る
を
え

な
い
。「
戦
後
最
悪
の
安
倍

内
閣
」
の
も
と
で
は
。

『
暮
し
の
手
帖
』
創
刊
号

鳥
越
俊
太
郎
さ
ん
が
野

党
統
一
候
補
で
都
知
事
選

に
大
決
断
、
野
党
共
闘
が

ま
た
前
進
。「
安
倍
内
閣
は

戦
後
最
悪
の
内
閣
、
黙
っ

て
は
い
ら
れ
な
い
。
野
党

しんぶん赤旗日曜版７月17日号から

生
き
て
虜
囚
の
辱
し
め
を
受
け
ず
①

り

よ

し
ゆ
う

は
ず
か

明
治

年
頃
の
鶴
岡
高
等

35

女
学
校
（
現
・
鶴
岡
北
高
）
。

昭
和

年
８
月
２
日
の
火

27

災
で
本
校
舎
等
大
半
を
消

失
し
た
。


